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どうぶつドミノ 小 高学年ビーバー
～１２種の大きさ比べ～ （算数・図工）

＜ねらい＞
大きさの違いを意識して（順に並べる。or 選んで置く。）
＜内容（作成方法・使用方法・工夫点など）＞
・木の板（１２種の大きさ）、動物のステンシルシート（１２種）、転写用用紙（１２
種の大きさ）等を用意した。
・授業（図工）で、児童の活動（ドミノ作り）としてドミノを作成した。作業内容は
（１，同じ大きさのステンシルシートと転写用用紙をクリップで止める。２．ステ
ンシルで模様をつける。３，同じ大きさの板と用紙を組み合わせて貼る。）

・授業（算数）では、児童の実態に応じて、以下のような活動を設定した。
・大小比較が得意な児童→最大１２枚を適当に置き、一人で縦長のシート上に小さ
いドミノから順に並べる。
・大小比較が確実でない児童→２、３枚ずつ提示された中から、教師の言葉「小さ
いのはどっち？」を聞いて小さいドミノから並べる。

＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞
・児童の実態に合わせて、いろいろな使い方ができた。（絵のみをカードとして外し
てホワイトボード上で使ったり、絵を外して無地の板のみを使った大きさ比べとし
て使ったりできた）

＜その他（材料、費用、購入先等）＞
・廃材、ラミネート、その他絵の具等

「どうぶつドドド」 矢野 アケミ著より


